
                     俺のスカート⚧私のネクタイ
 仙台第三高等学校　F1班

背景 
 

　

まとめ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調査・実験の方法 
 

①文献、ニュース、新聞

②現役高校生、トランスジェンダーの方、学校へのアン
ケート調査やインタビュー

→トランスジェンダーの方々
（性と人権ネットワークESTO様）

→ジェンダーレス制服を
　導入済の学校
（美方高校様、柏の葉中学校様）

　　　　　　
 
 
 

結果 

　     
   

　　　

研究内容・目的
　

◎ジェンダーレス制服導入済の学校  ・選択性
　（美方高校様、柏の葉中学校様）  ・性差を感じない色

◎トランスジェンダーの方々（ 4名）へのインタビュー
　(ご協力:性と人権ネットワークESTO様)

　・全校生徒が統一の制服を着る （男女で分ける必要があるの
か、性自認を周りに知られたくない人もいる）
→統一のデザイン、体型の違いをカバー 、どの性別の人も着
やすく

　・ラフさ、動きやすさが欲しい
→ブレザーをなくし、パーカーをつくる

    ・様々な色や柄
→ズボンに柄を入れる
スクールカラーを使用することで、誰でも着やすく、学校ごとに
統一感と個性を出す

                                
◎この制服について・・・

               現役高校生、トランスジェンダーに関わらず
               多くの方に良い印象を持っていただいた

　　　　　　　　　出典　 高木紀子　清泉女子大学・清泉女子大学教職過程紀要2017-seisen.repo.nii.ac.jp
　　　　　　　　　　　　　　カンコー学生工学研究所   https://kanko-gakuseifuku.co.jp/lab/contents/lgbtq_1/

性別で困らない高校生活を

まずは制服から

トランスジェンダーの人々が望まない制服を着ている

→　私服制にするのは大変

→　制服と性別の関係で困る高校生がいる

アンケートに協力していただいた現役高校生・トランスジェンダーの方の内、約７割の方に

着てみたいと思っていただけた

特徴　　①統一のデザイン
　　　　　②上着の代わりにパーカー
　　　　　③スクールカラーをボトムスに　　　　　　

私たちがデザインした制服

ジェンダーレス制服
　　　　＝選択性で本当に良いのか？


